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平成２６年１０月３０日  

文部科学大臣 下村博文 様    

図書館友の会全国連絡会 代表    福富洋一郎  

                 図書館問題研究会    委員長   中沢孝之 

その他賛同 ９１団体  

 

 公立図書館の振興を求める要望書  

  

私たちは、公立図書館の振興発展のために各地で活動を行なってきました。  

今日の公立図書館の環境は、地方公共団体の財政悪化により、資料費や人員の削減ばかり

か、指定管理者による民営化など、コスト削減を目的とした効率化が進行しています。図書館

運営の責任放棄のみならず、官製ワーキングプアと呼ばれる人々を大量に生み出しました。私

たちは、官自らが「格差社会」を拡大させ、社会の不安定化を増大させていることに疑問を感

じざるをえません。  

また、社会の安定化とともに、社会を維持発展させるために、新しい時代を切り開く活力の

ある社会を築くことが必要です。迂遠であっても、知力、文化力、技術力といった基礎的な力

を身につけ、自ら考え判断する力を持つ人間が育つ環境を整備する以外には方策はありませ

ん。このことが民主主義社会を支えることにつながり、わが国の繁栄にもつながるものと考え

ます。  

そのためには、公立図書館が地域の情報拠点としての役割を果たすため、国が果たすべき役

割は大きいと考えます。私たちは国が図書館の重要性を全国に発信すること、そして全国の図

書館づくりを支える施策を実施することを願っています。  

貴省は、学校図書館振興のために、平成 24 年度から地方財政措置として「学校図書館担当職

員（学校司書）の配置」や「学校図書館図書整備５か年計画の拡充継続」にご尽力されまし

た。また今年 6 月には、学校図書館法改正により、「学校司書」が法制化されましたが、法改正

の主旨が生きるような取り組み、附則、附帯決議に盛り込まれた事柄を現実化する取り組みを

期待しています。  

以下、公立図書館の振興のため要望いたします。ご多用のところ恐縮ですが、１１月末日ま

でに図書館友の会全国連絡会代表に文書でご回答をお願いします。  

  

 （要望項目）  

１．東日本大震災の被災地域の図書館に対する支援策の実施  

２．市民参加で中長期図書館振興政策の策定  

３．補助金・交付金等措置の実施  

４．図書館管理運営を指定管理者制度、業務委託等民営化の対象から除外  

５．図書館法の改正  

１）住民代表の参加を必須とする図書館協議会の必置（図書館法第 14～16 条の改正）  

２）司書職員の必置及び館長の要件にかかわる規定（図書館法第 13 条の改正）  

３）「個人情報保護」条文の新設  

６．図書館で働く非正規職員の労働環境の改善  
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７．地域資料や郷土資料の電子化のための予算計上８．「図書館の設置及び運営上の望ましい基

準」の普及および到達度の調査  

９．県域を越えた資料搬送費の無料化の実現   

10．国立国会図書館の書誌データを全国に普及させる施策  

11．書籍・雑誌・新聞等出版物の消費税軽減  

  

  

要望事項  

  

１．東日本大震災の被災地域の図書館に対する支援策の実施  

   大震災から３年半が経過しましたが、復興にはまだ遠く、貴重な地域資料、郷土資料も多

く損傷したままにあります。日を追って回復は困難を増します。また、東北の「今」を伝え

ようと発信される多くの記録・情報も、今保存しなければ消えてしまいます。  

   私たちは、図書館が一刻も早く復興し、地域の生活情報の拠点として、地域の人々を支え

る中心となって活動することを願っています。関係機関や市民と連携をとり、復興政策のな

かに図書館の設備や蔵書の復旧はもとより図書館で働く人々の雇用確保等の財源を配慮し、

支援策を強力に実施するよう要望します。  

   

２．市民参加で中長期図書館振興政策の策定  

立ち遅れているわが国の公立図書館を加速的に発展させるため、予算を伴った中長期的図

書館振興政策を、市民参加で策定してください。  

  

３．補助金・交付金等措置の実施  

公立図書館が効率的に機能するために、司書館長・司書職員の配置を要件とする、図書館

建設及び資料費等への補助金・交付金等の措置をしてください。  

  

４．図書館管理運営を指定管理者制度、業務委託等民営化の対象から除外  

平成 20年 6月、社会教育法等の改正時、衆参両院の委員会が「指定管理者制度の導入によ

る弊害、人材確保、有資格者の雇用確保など」の附帯決議を行い、渡海文部科学大臣（当時）

より「公立図書館に指定管理者制度はなじまない」との国会答弁がありました。指定管理者制

度ばかりでなく、業務委託、市場化テスト、事業仕分け等による図書館運営の民営化も、同様

の弊害をもたらします。  

これらの警鐘を省みることなく、指定管理者制度導入など図書館の民営化を強引に進める

自治体は後を絶ちません。住民には十分な説明がないまま、コスト削減を目的とした民営化が

進み、図書館の衰退を来しています。  

公立図書館を所管する文部科学大臣として、公立図書館の振興を図るために、指定管理者

制度、業務委託等の図書館運営民営化について、平成 20 年の文部科学大臣答弁を超える表明

を行われること、公立図書館を民営化の対象から除外する施策を実施することをお願いしま

す。  
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また、指定管理者制度を導入した図書館に対して、指定管理期間終了後は直営に戻すよ

う、働きかけをしてください。  

  

５．図書館法の改正  

１） 住民代表の参加を必須とする図書館協議会の必置（図書館法第 14～16条の改正） 

図書館協議会は市民参加の重要な仕組みなので、図書館法第 14～16条を改正し、図書館

協議会を、公募による住民代表参加を必須とする必置機関としてください。  

２） 司書職員の必置及び館長の要件にかかわる規定（図書館法第 13 条の改正）  

図書館運営の要となる司書を専門的職員として必置化してください。また、館長につい

ての職務内容は 13 条 2 項により規定されているものの、館長が持つべき要件について

の規定がありません。「図書館に関して高い識見を有するもの」または「図書館に関して

優れた識見を有する者」の規定を加えてください。  

  

３） 「個人情報保護」条文の新設  

個人情報の漏えいが頻繁に起きています。図書館のコンピュータ化の進行、民営化によ

る民間業者の図書館運営への進出など、図書館が蓄積した大量の個人情報を含む情報が

図書館外に流出する恐れを感じます。個人情報保護の条文を新設してください。  

  

６．図書館で働く非正規職員の労働環境の改善  

公立図書館において経費削減を前提とした司書の非正規・嘱託化が進んでいます。その雇

用期間は、3年あるいは 5年といった有期の雇用止めが散見されます。また、指定管理者制度

など民営化された図書館で働く人々の多くが、時給 800～900 円台という低い賃金で働いてい

ます。司書専門職は経験と知識の蓄積が必要な職務であり、短期間の有期雇用では、図書館サ

ービスの質の低下を招きます。図書館本来の使命・役割を考慮して、正規・専門職雇用を当該

自治体へ働きかけ、官製ワーキングプアと言われる非正規職員の労働環境を改善してくださ

い。  

    

７．地域資料や郷土資料の電子化のための予算計上  

国立国会図書館で進めている資料の電子化計画は、将来の教育文化政策に大きな力を発揮

する画期的な取り組みとして期待しています。公立図書館においても、独自の地域資料、郷土

資料の電子化を推進し、国と連携することを強く望みます。公立図書館における該当資料の電

子化が、従来の資料費を削減することなく迅速に進められるよう、資料電子化のための補助金

の措置等をしてください。  

東日本大震災で、貴重な地域資料、郷土資料の修復作業が続いています。しかし、失われ

たもの、修復できないものも多くあります。このことは日本全国どこにでも起きる可能性があ

ります。電子化するための予算措置を早急に実施してください。  

  
８．「図書館の設置及び運営上の望ましい基準」の普及および到達度の調査  

平成 24 年 12 月、文部科学大臣名で標記基準が告示されました。私たちはこの基準が全国

の図書館の発展につながることを望んでいます。そのためには、「望ましい基準」が全国の図
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書館に普及することとともに、「望ましい基準」に照らしてどこまで到達したかを把握し、そ

れに基づく方策をたてることが必要と考えます。「望ましい基準」の普及およびその到達度を

把握するための調査を実施してください。  

  

９．県域を越えた資料搬送費の無料化の実現   

図書館利用者が、他の図書館から図書資料を入手する場合、現状は多くの県立図書館が中

心となって県域の資料搬送を受け持ち、県内の資料流通システムが作られています。しかし、

県域を越えた場合は、借り受ける図書館が送料を負担しますが、予算が無いので利用を断わっ

たり、利用者に経費を負担させたりすることがあるなどの問題が起きています。誰でも必要な

資料を無料で、貧富の差なく利用できるよう、県域を越えた資料流通に必要な搬送費用（郵送

費等）を国の政策で無料化してください。また、このことについて、総務省、国立国会図書館

とも連絡調整をおこなって進めてください。  

  

10．国立国会図書館の書誌データを全国に普及させる施策  

   平成 24年 1月から国立国会図書館の質の高い書誌データが、無償で提供されるようになり

ましたが、利用する図書館はわずかしかありません。全国の図書館の資料情報の一元化と効

率化を図るために、国立国会図書館と連絡調整をとって、書誌データを全国の図書館に普及

する施策を実行してください。  

  

11．書籍・雑誌・新聞等出版物の消費税軽減  

書籍・雑誌・新聞を閲読する機会を増やすことは、国民の文化生活や、民主主義社会を維

持発展させる上で大事なことと考えます。書籍・雑誌・新聞等出版物の消費税について、廃止

あるいは軽減措置をおこなってください。  

以上  

  

  

連絡先 図書館友の会全国連絡会事務局長  船橋佳子 

  
※個人情報保護の観点より事務局等の連絡先はホームページでは非公開とさせていただきます。 

お問い合せは図友連 HP http://totomoren.net/メールフォームよりお願いいたします。 

 

http://totomoren.net/


1 北海道 のぼりべつの図書館を考える会 46 大阪府 明日の松原市民図書館を考える会

2 北海道 藤野地域に図書館づくりをすすめる会 47 兵庫県 三田市の図書館を考える市民の会☆

3 北海道 札幌の図書館づくりをすすめる会 48 兵庫県 図書館ともの会・三木

4 北海道 私たちと図書館をつなぐ会・くしろ 49 兵庫県 ささやま図書館友の会　

5 北海道 当別ライブラリーファン 50 兵庫県 神戸・図書館ネットワーク

6 北海道 札幌地区子どもの本連絡会 51 鳥取県 図書館友の会・米子

7 北海道 ねむろ図書館友の会 52 山口県 図書館友の会山口県連絡会

8 北海道 当別子どもの本の研究会☆ 53 山口県 下関図書館友の会

9 宮城県 仙台にもっと図書館をつくる会 54 香川県 香川県子ども文庫連絡会

10 福島県 福島市の図書館を育てる市民の会 55 福岡県 図書館フレンズ粕屋

11 福島県 図書館のＴＯＭＯみなみそうま 56 福岡県 身近な図書館の会・福岡

12 埼玉県 鶴ヶ島・本の森友の会 57 福岡県 かばーる・ほ！☆

13 埼玉県 杉戸町図書館友の会 58 福岡県 ふくおか市民政治ネットワーク・福岡東☆

14 埼玉県 春日部市図書館友の会 59 福岡県 宮若市の図書館友の会

15 埼玉県 ふじみ野市図書館友の会 60 佐賀県 図書館を友とする会・さが　

16 千葉県 としょかんふれんず千葉市 61 佐賀県 武雄市図書館・歴史資料館を学習する市民の会

17 千葉県 おーい図書館 62 佐賀県 佐賀市子ども文庫連絡会☆

18 東京都 江東区図書館友の会 63 長崎県 アエルいさはや中央商店街☆

19 東京都 世田谷の図書館を考える会 64 長崎県 諫早おはなしの会☆

20 東京都 東京の図書館をもっとよくする会 65 長崎県 諫早コスモス音声訳の会☆

21 東京都 町田の図書館活動をすすめる会 66 長崎県 西諫早読書会☆

22 東京都 多摩市に中央図書館をつくる会 67 長崎県 絵布の会☆

23 東京都 立川の図書館を考える会 68 長崎県 諫早学校図書館ボランティアネットワーク 「心のたね」☆

24 東京都 中野の図書館を考える会 69 長崎県 西諫早子どもの本を楽しむ会「ぐるんぱ」☆

25 神奈川県 つづき図書館ファン倶楽部 70 長崎県 ゆめポケット☆

26 神奈川県 図書館とともだち・鎌倉 71 長崎県 ビジネス情報支援図書館懇話会☆

27 神奈川県 図書館フレンズ・逗子 72 長崎県 諫早子ども劇場☆

28 神奈川県 私たちの図書館を考える会・逗子 73 長崎県 びぶりおの会☆

29 神奈川県 港北図書館友の会 74 長崎県 まゆみの会☆

30 神奈川県 学校図書館を考える会・横浜☆ 75 長崎県 諫早市の学校図書館の充実を願う市民の会☆

31 神奈川県 ヨコスカ図書館の会☆ 76 長崎県 絵本の病院「ぶっくる」☆

32 神奈川県 おはなしひろばの会☆ 77 長崎県 あそびの森☆

33 神奈川県 二ひきのさかな文庫☆ 78 長崎県 諫早図書館利用者団体連絡協議会☆

34 神奈川県 生きた学校図書館をめざす会　川崎☆ 79 長崎県 長与町の新しい図書館を想う会

35 富山県 富山県図書館を考える会 80 長崎県 いちごの会☆

36 石川県 小松市立図書館友の会 81 長崎県 諫早としょかん友の会☆

37 岐阜県 図書館の未来を考える会 82 長崎県 長崎ウエスレヤン大学図書館☆

38 静岡県 静岡図書館友の会 83 長崎県 としょかん広場☆

39 愛知県 にっしん図書館サポーターズ 84 長崎県 諫早史談会☆

40 愛知県 まどか文庫 85 大分県 別府市の新しい図書館を実現する会

41 京都府 宇治市図書館友の会 86 大分県 児童文学と科学読物の会☆

42 大阪府 くまとり読書友の会 87 大分県 杵築市に市民のための新しい図書館を実現する会

43 大阪府 堺市の図書館を考える会 88 全国 学校図書館問題研究会☆

44 大阪府 高槻にみんなの図書館をつくる会 89 全国 親子読書地域文庫全国連絡会☆

45 大阪府 明日の中之島図書館を考える会 90 全国 学校図書館を考える全国連絡会☆ 

91 全国 日本親子読書センター

賛　同　団　体　一　覧

および個人会員４２名　会員外1名(上記地域他　秋田県,栃木県,茨城県,長野県,三重県,奈良県,広島県,鹿児島県）

☆印は図書館友の会全国連絡会未加入の賛同団体です。


